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論文審査の要旨（2000字程度） 

 本論文は「Unusual Functions of Solution/Solid-state Polyaromatic Capsules toward Volatile 

Organic Compounds（溶液／固体状態の芳香環カプセルの揮発性有機化合物に対する特異機能）」と

題して、複数のアントラセンパネルに囲まれた疎水性の球状ナノ空間を有する芳香環カプセルを用

いた溶液および固体状態での揮発性有機化合物の捕捉および変換とその等方的空間拡張に関する研

究成果が英文で記されており、６章より構成されている。 

 第１章「General Introduction（序論）」では、これまでに報告された様々なホスト化合物による

溶液および固体状態での揮発性有機化合物の捕捉および変換に関する代表例、水系溶媒中における

芳香環カプセルの分子内包能、そして本研究の意義と目的を述べている。 

 第２章「A Porous Polyaromatic Solid for Vapor Adsorption of Xylene with High Efficiency, 

Selectivity, and Reusability（芳香環カプセル固体によるキシレンの高効率・高選択的な蒸気吸

着と再利用）」では、これまで溶液中で使用されてきた芳香環カプセルの固体を用いて、種々のベン

ゼン誘導体の混合蒸気から短時間でキシレンを選択的に吸着することに成功している。また、捕捉

分子の揮発抑制やカプセルの再利用など、芳香環カプセル固体の新たな空間機能を見出している。 

 第３章「Cyclic Monoterpenes Trapped in a Polyaromatic Capsule: Unusual Selectivity, 

Isomerization, and Volatility Suppression（芳香環カプセルによる環状モノテルペンの選択的捕

捉・異性化・揮発抑制）」では、水中および固体状態のカプセルによる環状モノテルペンの混合物か

らメントンの選択的捕捉やペア内包を達成している。カプセルに内包された環状モノテルペンは、

熱異性化による不安定配座の安定化や顕著な揮発抑制が観測されている。 

 第４章「Bioinspired Binding and Conversion of Linear Monoterpenes by Polyaromatic 

Coordination Capsules（芳香環カプセルによる鎖状モノテルペンの捕捉と変換）」では、水中およ

び固体状態におけるカプセルの鎖状モノテルペンであるシトロネラールへの選択的捕捉を明らかに

している。また、シトロネラールの酸触媒環化反応物からｐ−メンタン−3,8−ジオールの抽出、酸触

媒担持固体カプセルによるシトロネラール蒸気の効率的な環化二量化反応に成功している。 

 第５章「Isotropic Expansion of an M2L4 Polyaromatic Capsule and its Selective Uptake of 

One-to-Four Large Aromatics（芳香環カプセルの等方的拡張とその選択的多分子捕捉能）」では、

複数のアントラセンパネルを含む新規配位子と金属イオンの自己集合により、従来の芳香環カプセ

ルを等方的に拡張した新規カプセルを合成している。拡張された内部空間を活用し、従来のカプセ

ルでは不可能であった大きな球状・平面状分子、色素分子の捕捉を達成している。また、２分子の

平面状分子と１分子の色素分子によるサンドウィッチ型のペア内包体の構築に成功している。 

 第６章「Conclusion and Perspectives（総括と今後の展望）」では、本論文の各章で得られた結

果を総括し、それら成果を踏まえて揮発性化合物などに対する今後の研究展開を記述している。 

 以上を要するに本論文では、孤立ナノ空間を持つ芳香環カプセルを活用し、揮発性有機化合物の

捕捉と変換を通じて、溶液および固体状態における特異な空間機能を開拓している。また、カプセ

ル骨格の等方的拡張により空間機能を拡大させた。これらの成果は、工学上貢献するところが大き

い。よって本論文は、博士（工学）の学位論文として十分な価値があるものと認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


